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水戸市人口ビジョン（案）及び水戸市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案） 

の意見公募手続の結果について 

 

１ 案の公表日     平成 27 年 12 月 21 日から平成 28 年１月 22 日まで 

 

２ 市民等からの意見数 

                   計 ２人         ４件 

（1） 郵  送 人 件 

（2） Ｆ Ａ Ｘ 人 件 

（3） メ ー ル １人 ２件 

（4） 直接提出 １人 ２件 

 

３ 提出意見及び提出意見を考慮した結果 

  意見等については，適宜要約した上で項目ごとに整理し，それに対する水戸市の考え方

をまとめた。 

意見等の概要 市の考え方（対応） 

 全般的に公共機関の範疇を超えたこと

を行っており，民業を圧迫し，「生き生き

と働けるしごとを創る」どころか，民間企

業の企業モチベーションを低下させ水戸

市への参入を阻害することになる。 

 総合戦略案にある事業を進めるに当た

っては，市や特定の団体に税金を投入し，

公共機関や特定の団体が自ら手を広げて

実施することはやめて欲しい。 

 総合戦略は，「しごと」と「ひと」の好

循環を生み出し，その好循環を支える「ま

ち」に活力を取り戻していくため，基本目

標Ⅰとして「生き生きと働けるしごとを創

る」を掲げております。 

 そして，総合戦略の推進に当たりまして

は，民間企業の自主・自立的な技術力・競

争力の向上を支援していくことはもとよ

り，既存の産業や新たな産業など，あらゆ

る分野の産業において，地域の資源を生か

しながら，振興を図ることにより，地域経

済をけん引する産業競争力の強化を目指

してまいります。 

 また，御提案いただきました自立した産

業の創生を促す取組につきましては，民間

企業の競争力強化，多様な雇用の創出にお

いて大変重要と考えており，ビジネスマッ

チング機会の創出などに取り組んでまい

ります。取組への特化につきましては，社

会経済情勢の把握や各種施策の実施状況

の把握・評価等を行いながら，必要に応じ

て計画の見直しを行ってまいります。 

 民-民，または，民-学の結びつきを強化

し，自立した産業の創生を促す取組に特化

して欲しい。 

 公共機関としては，地域の特色を生かし

た産業間の新たな交流・連携を促進するよ

うなコミュニティーの場の提供，または，

コミュニティーと既存の公共機関との連

携を強化して欲しい。 
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 基本目標Ⅰ「生き生きと働けるしごとを

創る」において，主な事業として，農業者，

食品製造業者に対するビジネスマッチン

グの機会の提供，ＵＪＩターン者に対する

優遇制度の創設，新規就農希望者に対する

支援体制の整備，女性起業家に対する創業

支援・リーダー発掘の組織化も位置付けて

はどうか。 

生き生きと働けるしごとを創っていく

ためには，これまで培ってきた産業や新た

な産業など，あらゆる分野の産業において

振興を図ることはもとより，多様な雇用の

創出を促進していくことが大変重要であ

ると考えております。 

御提案いただきました事業につきまし

ては，多様なしごとを創っていく上で実効

性が高いものと捉えており，ビジネスマッ

チングの機会の提供や新規就農希望者に

対する支援体制の整備など，既に総合戦略

に位置付けている事業の中で実施してい

くものもございます。また，位置付けのな

い事業につきましても，今後，総合戦略を

推進していく中で，実施状況の把握・評価

等を行いながら，十分検討してまいりま

す。 

 基本目標Ⅲ「水戸の未来をリードする若

い世代の夢や希望を応援する」において，

主な事業として，ＵＪＩターン者に対する

優遇制度の創設，高校生に対する起業家教

育やインターンシップの奨励も位置付け

てはどうか。 

若い世代の夢や希望を応援していくた

めには，安心して働ける雇用の創出ととも

に，自ら起業することや様々な活動への支

援を行っていくことが大変重要であると

考えております。 

御提案いただきました事業につきまし

ては，若い世代を応援していく上で実効性

が高いものと捉えており，インターンシッ

プの奨励など，既に総合戦略に位置付けて

いる事業の中で実施していくものもござ

います。また，位置付けのない事業につき

ましても，今後，総合戦略を推進していく

中で，実施状況の把握・評価等を行いなが

ら，十分検討してまいります。 

 


